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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年8月7日(2008.8.7)

【公開番号】特開2007-1145(P2007-1145A)
【公開日】平成19年1月11日(2007.1.11)
【年通号数】公開・登録公報2007-001
【出願番号】特願2005-183981(P2005-183981)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月19日(2008.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録装置に液体を供給する液体収納容器に搭載される液体収納容器用のモジュールであ
って、
　前記記録装置から信号の入力が可能な信号線接続部と、
　発光可能な発光部と、
　前記発光部を駆動するための発光駆動部と、
　前記記録装置から前記液体収納容器へ送信される前記信号線接続部からの入力信号に基
づいて、前記発光駆動部を介して前記発光部を駆動制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記信号線接続部から信号が入力または出力される期間に続く休止期間
に、前記発光駆動部を介して前記発光部を駆動制御することを特徴とする液体収納容器用
のモジュール。
【請求項２】
　前記液体収納容器に関する情報を保持する記憶部をさらに含み、
　前記制御部は、前記信号線接続部からの入力信号に基づいて、前記発光駆動部を介して
前記発光部を駆動制御する発光駆動制御と、前記記憶部に対する情報の書き込みまたは読
み出し動作の少なくとも一方の動作を制御する処理と、を行なう
　ことを特徴とする請求項１に記載の液体収納容器用のモジュール。
【請求項３】
　前記制御部は、前記入力信号に返信する信号を、前記記録装置に対して前記信号線接続
部から出力する処理を行い、かつ前記信号線接続部を介して信号を入力または出力する期
間に続く休止期間に、前記発光駆動制御を行うことを特徴とする請求項２に記載の液体収
納容器用のモジュール。
【請求項４】
　前記制御部は、前記信号線接続部から信号を入力する期間と、前記信号線接続部から信
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号を出力する期間と、の間に設けられた信号入出力の休止期間に、前記発光駆動制御を行
うことを特徴とする請求項２に記載の液体収納容器用のモジュール。
【請求項５】
　前記入力信号は、液体収納容器に関する色情報と制御コードとを組み合わせた信号を含
み、
　前記記憶部は、前記モジュールが搭載される前記液体収納容器の色情報を保持し、
　前記制御部は、前記入力信号に含まれる前記色情報が前記記憶部に保持されている前記
色情報と対応するものであるときに、前記入力信号に含まれる前記色情報と組み合わせら
れる前記制御コードに基づいて、前記発光駆動制御および前記処理の少なくとも一方を行
うことを特徴とする請求項２から４のいずれかに記載の液体収納容器用のモジュール。
【請求項６】
　前記入力信号は前記記録装置と前記液体収納容器間の通信を開始する通信開始コードを
含み、
　前記信号線接続部は、前記記録装置からクロック信号を入力するクロック信号線と接続
し、
　前記制御部は、前記記録装置から前記通信開始コードが入力されたときを基点として前
記クロック信号に基づいて設定される期間に、前記発光駆動部を介して前記発光部を駆動
制御する
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の液体収納容器用のモジュール。
【請求項７】
　記録装置に液体を供給する液体収納容器において、
　前記記録装置から信号の入力が可能な信号線接続部と、
　発光可能な発光部と、
　前記発光部を駆動するための発光駆動部と、
　前記記録装置から前記液体収納容器へ送信される前記信号線接続部からの入力信号に基
づいて、前記発光駆動部を介して前記発光部を駆動制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記信号線接続部から信号が入力または出力される期間に続く休止期間
に、前記発光駆動部を介して前記発光部を駆動制御することを特徴とする液体収納容器。
【請求項８】
　前記液体収納容器に関する情報を保持する記憶部をさらに含み、
　前記制御部は、前記信号線接続部からの入力信号に基づいて、前記発光駆動部を介して
前記発光部を駆動制御する発光駆動処理制御と、前記記憶部に対する情報の書き込みまた
は読み出し動作の少なくとも一方の動作を制御する処理と、を行なう
　ことを特徴とする請求項７に記載の液体収納容器。
【請求項９】
　前記制御部は、前記入力信号に返信する信号を、前記記録装置に対して前記信号線接続
部から出力する処理を行い、かつ前記信号線接続部を介して信号を入力またはおよび出力
する期間に続く休止期間に、前記発光駆動制御を行うことを特徴とする請求項８に記載の
液体収納容器。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記信号線接続部から信号を入力する期間と、前記信号線接続部から信
号を出力する期間と、の間に設けられた信号入出力の休止期間に、前記発光駆動制御を行
うことを特徴とする請求項８に記載の液体収納容器。
【請求項１１】
　前記入力信号は、液体収納容器のに関する色情報と制御コードとを組み合わせた信号を
含み、
　前記記憶部は、前記モジュールが搭載される前記液体収納容器の色情報を保持し、
　前記制御部は、前記入力信号に含まれる前記色情報が前記記憶部に保持されている前記
色情報と対応するものであるときに、前記入力信号に含まれる前記色情報と組み合わせら
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れる前記制御コードに基づいて、前記発光駆動制御および前記処理の少なくとも一方を行
う
　ことを特徴とする請求項８から１０のいずれかに記載の液体収納容器。
【請求項１２】
　前記入力信号は前記記録装置と前記液体収納容器間の通信を開始する通信開始コードを
含み、
　前記信号線接続部は、前記記録装置からクロック信号を入力するクロック信号線と接続
し、
　前記制御部は、前記記録装置から前記通信開始コードが入力されたときを基点として前
記クロック信号に基づいて設定される期間に、前記発光駆動部を介して前記発光部を駆動
制御する
　ことを特徴とする請求項７から１１のいずれかに記載の液体収納容器。
【請求項１３】
　記録を行なうための液体を内部に収納したことを特徴とする請求項７から１２のいずれ
かに記載の液体収納容器。
【請求項１４】
　液体収納容器から供給される液体を用いて画像を記録する記録装置において、
　前記液体収納容器として、請求項７から１３のいずれかに記載の液体収納容器の装着が
可能であり、
　前記液体収納容器の信号線接続部に前記入力信号を供給するための記録装置側信号線接
続部を備えることを特徴とする記録装置。
【請求項１５】
　前記記録装置から前記液体収納容器に入力する前記入力信号を処理する制御回路を備え
ることを特徴とする請求項１４に記載の記録装置。
【請求項１６】
　前記液体収納容器として、請求項７から１３のいずれかに記載の液体収納容器を複数装
着可能であり、
　前記記録装置側信号線接続部は、前記複数の液体収納容器の信号線接続部のそれぞれに
対して共通に接続されることを特徴とする請求項１４または１５に記載の記録装置。
【請求項１７】
　記録装置に液体を供給する液体収納容器の発光部を制御するための制御方法であって、
　前記記録装置から前記液体収納容器に入力する信号に基づいて、発光駆動部を介して前
記発光部を駆動制御し、
　前記発光駆動部を介しての前記発光部の駆動制御は、前記記録装置から前記液体収納容
器に信号が入力または出力される期間に続く休止期間に行う
　ことを特徴とする制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の液体収納容器用のモジュールは、記録装置に液体を供給する液体収納容器に搭
載される液体収納容器用のモジュールであって、前記記録装置から信号の入力が可能な信
号線接続部と、発光可能な発光部と、前記発光部を駆動するための発光駆動部と、前記記
録装置から前記液体収納容器へ送信される前記信号線接続部からの入力信号に基づいて、
前記発光駆動部を介して前記発光部を駆動制御する制御部と、を備え、前記制御部は、前
記信号線接続部から信号が入力または出力される期間に続く休止期間に、前記発光駆動部
を介して前記発光部を駆動制御することを特徴とする。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の液体収納容器は、記録装置に液体を供給する液体収納容器において、前記記録
装置から信号の入力が可能な信号線接続部と、発光可能な発光部と、前記発光部を駆動す
るための発光駆動部と、前記記録装置から前記液体収納容器へ送信される前記信号線接続
部からの入力信号に基づいて、前記発光駆動部を介して前記発光部を駆動制御する制御部
と、を備え、前記制御部は、前記信号線接続部から信号が入力または出力される期間に続
く休止期間に、前記発光駆動部を介して前記発光部を駆動制御することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の記録装置は、液体収納容器から供給される液体を用いて画像を記録する記録装
置において、前記液体収納容器として、請求項７から１３のいずれかに記載の液体収納容
器の装着が可能であり、前記液体収納容器の信号線接続部に前記入力信号を供給するため
の記録装置側信号線接続部を備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の制御方法は、記録装置に液体を供給する液体収納容器の発光部を制御するため
の制御方法であって、前記記録装置から前記液体収納容器に入力する信号に基づいて、発
光駆動部を介して前記発光部を駆動制御し、前記発光駆動部を介しての前記発光部の駆動
制御は、前記記録装置から前記液体収納容器に信号が入力または出力される期間に続く休
止期間に行うことを特徴とする。
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